
 （様式２）

国立大学法人熊本大学

差　　　額
（決算－予算）

 収入 　 　 　
運営費交付金 16,723 16,723 0
施設整備費補助金 1,051 1,083 32 （注１）
船舶建造費補助金 0 0 0
施設整備資金貸付金償還時補助金 1,034 3,103 2,069 （注２）
補助金等収入 0 163 163
国立大学財務・経営センター施設費交付金 58 58 0
自己収入 20,760 21,760 1,000 　
授業料、入学料及び検定料収入 6,164 6,351 187 （注３）
附属病院収入 14,493 15,190 697 （注４）
財産処分収入 0 0 0
雑収入 103 228 125 （注５）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,128 2,441 313 （注６）
長期借入金 5,675 5,615 △ 60
貸付回収金 0 0 0
承継剰余金 0 0 0
旧法人承継積立金 0 0 0
目的積立金取崩 0 245 245

計 47,429 51,200 3,771
 支出
業務費 28,198 30,008 1,810 （注７）
教育研究経費 15,390 14,968 △ 422
診療経費 12,808 15,040 2,232

一般管理費 7,204 5,180 △ 2,024
施設整備費 6,784 6,756 △ 28 （注８）
船舶建造費 0 0 0
補助金等 0 163 163
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,128 2,286 158 （注９）
貸付金 0 0 0
長期借入金償還金 3,115 5,145 2,030
国立大学法人財務・経営センター施設費納付金 0 0 0 （注10）

計 47,429 49,538 2,109

収入－支出 0 1,662 1,662

○予算と決算の差異について

（注９）（注６）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が１５８百万円多額となっています。

（注10）該当なし

（注５）雑収入については、主として科研費間接経費等により、予算金額に比して決算金額が１２５百万円多額となってい
ます。

（注７）業務費については、教育研究経費、一般管理費において経費の節減に努めたが、病院収入増に係る診療経費が必要
となったため、予算金額に比して決算金額が１，８１０百万円多額となっています。

（注６）外部資金の獲得に努めたため、予算金額に比して３１３百万円決算金額が多額となっています。

（注８）借入金に係る入札残により、決算額が２８百万円少額となっています。

（注１）施設整備費補助金については、アスベスト対策事業が補正予算で措置され、一部本年度で執行したため、予算額に
比して決算額が３２百万円多額となっております。

（注２）施設整備資金貸付金償還時補助金については、平成１７年度補正予算により繰上げ償還を行ったため、予算金額に
比して決算金額が２，０６９百万円多額となっております。

（注３）授業料、入学料及び検定料収入については、入学者の増に伴い、予算額に比して決算金額が１８７百万円多額と
なっています。

（注４）附属病院収入については、平均在院日数の短縮、手術件数の増及び経費の節減に努めたこと等により予算金額に比
して決算金額が６９７百万円多額となっています。
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